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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 20,646 0.2 1,130 9.7 1,008 1.3 589 22.9
26年3月期第2四半期 20,612 6.9 1,029 △13.0 995 △0.5 479 △70.3

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 640百万円 （△17.0％） 26年3月期第2四半期 771百万円 （△51.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 40.95 ―
26年3月期第2四半期 41.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 62,416 22,844 36.1
26年3月期 61,789 22,277 35.5
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 22,509百万円 26年3月期 21,961百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 10.00 10.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,300 0.8 2,200 19.7 1,900 7.2 1,000 50.8 69.48



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 14,445,000 株 26年3月期 14,445,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 53,302 株 26年3月期 52,442 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 14,391,985 株 26年3月期2Q 11,515,594 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、消費増税に伴った駆け込み需要の反動が長期化し、急激な円

安により内需産業の下振れや物価上昇による消費マインドは低下の懸念が拭えない状況にあり、先行きは不透明な

まま推移いたしました。

このような経営環境のもと、当第２四半期連結累計期間の売上高は、化粧品や健康食品向けペプタイドが苦戦し

た一方で、ゼラチン、皮革、穀物及び輸入食材などが好調に推移した結果、前年同四半期に比べ、33百万円増加

し、20,646百万円（前年同四半期比0.2％増）となりました。

売上総利益は、原料相場の高止まりに加え、その他コストの上昇もあり263百万円減少し、4,662百万円（同5.4

％減）となりました。

営業利益は、販売促進費や広告宣伝費などが減少したことにより、1,130百万円（同9.7％増）となりました。

　また、経常利益は、持分法による投資利益が減少したものの、受取配当金が増加し、支払利息が減少したことな

どにより、1,008百万円（同1.3％増）となり、四半期純利益は、税金費用の減少などにより、589百万円（同22.9

％増）となりました。

セグメントの状況につきましては以下の通りであります。

① コラーゲン・ケーシング事業

コラーゲン・ケーシングの売上高は、在庫として最少数量を確保して全て販売した前期と比較して、売上高は

減少いたしました。また、原料及び燃料価格が高止まりとなり、製造コストを押し上げました。

この結果、売上高は、5,160百万円(前年同四半期比1.6％減)、営業利益は、1,102百万円(同10.5％減)となり

ました。

② ゼラチン関連事業

ゼラチン、ペプタイドの売上高は、惣菜用ゼラチンは好調に推移しているものの、原料価格の高止まりが収益

を圧迫しており、販売価格への転嫁を順次図っているものの、未だ浸透しておらず厳しい状況で推移いたしまし

た。

この結果、売上高は、3,628百万円(同3.7％増)、営業利益は、54百万円(同54.9％減)となりました。

③ 化粧品関連事業

コラーゲン化粧品の売上高は、コラーゲン由来の化粧品及び健康食品市場は用途の多様化が拡大していくな

か、新規顧客の獲得、拡販に注力してまいりましたが、厳しい状況で推移いたしました。損益面では、効率的な

広告宣伝方法への見直しにより経費が大きく減少いたしました。

この結果、売上高は、1,603百万円(同18.2％減)、営業利益は、151百万円(同353.8％増)となりました。

④ 皮革関連事業

皮革関連の売上高は、自動車用革が、自動車関連産業の回復により好調に推移いたしました。靴用革は、紳士

向けが堅調だったものの、ＯＥＭ靴の販売は苦戦いたしました。また、婦人靴は店舗運営費の大幅な削減により

経費は減少いたしました。

この結果、売上高は、4,923百万円(同5.0％減)、営業利益は、163百万円(同22.2％増)となりました。

⑤ 賃貸・不動産事業

賃貸・不動産の売上高は、再開発を進めている東京都足立区及び大阪市浪速区の土地で引き続き賃貸事業を継

続しておりますが、東京都足立区の賃貸事業が軌道に乗り売上高及び収益ともに増加しております。

この結果、売上高は、348百万円(同53.5％増)、営業利益は、263百万円(同125.6％増)となりました。

⑥ 食品その他事業

食品その他の売上高は、イタリア食材、iPS細胞関連、BSE検査関連、除染用圧縮袋を含む化成品、輸入建材、

有機穀物ともに堅調に推移いたしましたが、為替環境の急激な変化により利益率は低下しております。

この結果、売上高は、4,982百万円(同10.7％増)、営業利益は、192百万円(同5.0％減)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、62,416百万円となり、前連結会計年度末と比べ626百万円の増加とな

りました。

① 資産の部

流動資産は、たな卸資産が111百万円増加したものの、未収消費税等が259百万円、未収入金などのその他流動

資産が413百万円それぞれ減少したことにより、前連結会計年度末と比べ552百万円減少し、20,091百万円となり

ました。

固定資産は、富士宮工場の新工場建設などに伴う建設仮勘定の増加により、有形固定資産が1,143百万円増加

しました。これにより、前連結会計年度末と比べて1,184百万円増加し、42,301百万円となりました。

② 負債の部

流動負債は、支払手形及び買掛金が344百万円、設備関係支払手形などのその他流動負債が870百万円それぞれ

増加したことにより、前連結会計年度末と比べ1,253百万円増加し、20,960百万円となりました。

固定負債は、社債、長期借入金及び長期未払金が963百万円減少し、また、その他固定負債のうち、預り保証

金150百万円を返還したことなどにより、前連結会計年度末と比べ1,194百万円減少し、18,611百万円となりまし

た。

③ 純資産の部

純資産は、利益剰余金、その他有価証券評価差額金が増加したことにより、前連結会計年度末と比べ567百万

円増加し、22,844百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、本日（平成26年11月５日）公表いたしました「平成27年３月

期第２四半期業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支払見

込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が114百万円減少し、利益剰余金が74百万円

増加しております。なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,712 4,709

受取手形及び売掛金 8,053 8,095

商品及び製品 4,546 4,609

仕掛品 630 616

原材料及び貯蔵品 1,075 1,138

未収還付法人税等 6 1

未収消費税等 326 72

繰延税金資産 472 446

その他 887 473

貸倒引当金 △67 △72

流動資産合計 20,644 20,091

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,463 7,568

機械装置及び運搬具（純額） 765 691

土地 27,549 27,549

リース資産（純額） 204 169

建設仮勘定 363 1,498

その他（純額） 171 183

有形固定資産合計 36,518 37,662

無形固定資産

リース資産 28 30

その他 245 224

無形固定資産合計 274 255

投資その他の資産

投資有価証券 3,810 3,952

長期貸付金 114 91

繰延税金資産 94 37

破産更生債権等 1,369 1,357

その他 330 327

貸倒引当金 △1,395 △1,382

投資その他の資産合計 4,324 4,384

固定資産合計 41,116 42,301

繰延資産 28 23

資産合計 61,789 62,416
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,862 8,207

短期借入金 8,271 8,227

1年内償還予定の社債 610 735

リース債務 86 81

未払法人税等 367 207

未払消費税等 34 128

賞与引当金 434 458

役員賞与引当金 50 55

ポイント引当金 34 34

その他 1,955 2,825

流動負債合計 19,706 20,960

固定負債

社債 1,030 650

長期借入金 8,307 7,861

長期未払金 1,814 1,677

リース債務 158 128

繰延税金負債 959 1,066

再評価に係る繰延税金負債 4,657 4,657

役員退職慰労引当金 454 442

退職給付に係る負債 2,017 1,873

資産除去債務 5 5

その他 400 248

固定負債合計 19,805 18,611

負債合計 39,512 39,571

純資産の部

株主資本

資本金 4,404 4,404

資本剰余金 1,930 1,930

利益剰余金 6,577 7,097

自己株式 △29 △29

株主資本合計 12,883 13,402

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 849 959

繰延ヘッジ損益 35 △15

土地再評価差額金 8,190 8,190

為替換算調整勘定 230 180

退職給付に係る調整累計額 △226 △207

その他の包括利益累計額合計 9,078 9,107

少数株主持分 315 334

純資産合計 22,277 22,844

負債純資産合計 61,789 62,416

決算短信 （宝印刷）  2014年11月05日 09時13分 5ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社ニッピ(7932) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

－ 6 －

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 20,612 20,646

売上原価 15,685 15,983

売上総利益 4,926 4,662

販売費及び一般管理費 3,896 3,532

営業利益 1,029 1,130

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 44 71

為替差益 2 8

持分法による投資利益 137 4

その他 25 23

営業外収益合計 212 110

営業外費用

支払利息 198 179

手形売却損 16 17

その他 31 35

営業外費用合計 247 232

経常利益 995 1,008

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 116 -

特別利益合計 116 0

特別損失

固定資産除却損 0 45

投資有価証券売却損 - 3

投資有価証券評価損 - 2

土地開発関連費用 - 5

子会社整理損 5 -

特別損失合計 6 56

税金等調整前四半期純利益 1,105 951

法人税、住民税及び事業税 527 218

法人税等調整額 54 112

法人税等合計 581 331

少数株主損益調整前四半期純利益 523 620

少数株主利益 44 31

四半期純利益 479 589

決算短信 （宝印刷）  2014年11月05日 09時13分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社ニッピ(7932) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

－ 7 －

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 523 620

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 154 111

繰延ヘッジ損益 △43 △60

為替換算調整勘定 141 △49

退職給付に係る調整額 - 18

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 -

その他の包括利益合計 247 19

四半期包括利益 771 640

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 736 618

少数株主に係る四半期包括利益 34 21
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,105 951

減価償却費 449 485

繰延資産償却額 5 5

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △8

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 23

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △49 △12

受取利息及び受取配当金 △46 △73

支払利息 198 179

為替差損益（△は益） △2 8

持分法による投資損益（△は益） △137 △4

固定資産除却損 0 45

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

投資有価証券売却損益（△は益） △116 3

投資有価証券評価損益（△は益） - 2

子会社整理損 5 -

土地開発関連費用 - 5

売上債権の増減額（△は増加） 39 △40

たな卸資産の増減額（△は増加） 146 △109

仕入債務の増減額（△は減少） △523 343

未払消費税等の増減額（△は減少） 76 375

その他の資産の増減額（△は増加） △79 90

その他の負債の増減額（△は減少） △110 88

小計 975 2,363

利息及び配当金の受取額 83 72

利息の支払額 △165 △144

法人税等の支払額 △954 △390

営業活動によるキャッシュ・フロー △61 1,900

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 576 30

有形固定資産の取得による支出 △389 △1,011

有形固定資産の売却による収入 0 0

無形固定資産の取得による支出 △0 -

貸付けによる支出 △3 △1

貸付金の回収による収入 28 25

その他 14 △142

投資活動によるキャッシュ・フロー 225 △1,099
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △310 36

長期借入れによる収入 3,000 2,100

長期借入金の返済による支出 △2,412 △2,626

社債の償還による支出 △235 △255

リース債務の返済による支出 △42 △44

長期未払金の返済による支出 △231 △307

自己株式の取得による支出 △3 △0

配当金の支払額 △119 △143

少数株主への配当金の支払額 △2 △2

その他の支出 - △7

その他の収入 - 449

財務活動によるキャッシュ・フロー △356 △803

現金及び現金同等物に係る換算差額 15 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △177 △2

現金及び現金同等物の期首残高 4,102 4,539

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,925 4,536
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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